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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・医療福祉学会の抄録提出について
　9月15日（火）が提出締め切り日となっているため、期限厳守で提出すること。
・11 月 3 日創立記念写真撮影について

日 時 ： 11 月 3日（ 火）

時 間 ： 1回目 集合 9時 15 分　撮影 9時 25 分

2回目 集合 10 時　　 撮影 10 時 10 分 
場 所 ： 南山苑前（小雨決行）
対象者 ： 職員全（パート・非常勤を除く）※ 私語厳禁

・納涼会について
　9月14日・16日・17日・18日で実施。4日間に分散して実施する予定。
青陽館は16日、遅番や16日の不参加者は18日。

　詳細は掲示板で確認すること。
・8月分の日誌と電子カルテの出欠等の確認を医事の請求に間に合うように行うこと。

　

＜書類等の作成及び点検について＞
・10月分の医師評価が必要な疾患別診療計画書は9/25（金）までに鳥谷部に提出の事。

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜祝日プログラムについて＞
　デイケア：豚汁・ジャーマンポテト
　デイナイトケア：和菓子（どら焼き、まんじゅう）

＜利用者様情報＞

デイケア
・鈴木　碧様～　今週からアルバイトが開始になっている為状況を確認している。店長が付ききりで教えてくれたが、「待遇が良すぎて裏があるんじゃないかな。」と言ったり、他スタッフとの人間関係が不安と話している。アルバイト時間を超過する事はないが、土曜日、日曜日も出勤して欲しいと言われ、平日のみ契約である為どうすれば良いか迷っているとの事。自分の時間を確保して適宜休養する事も大切であり、体調を崩さないように仕事をして欲しいと伝えている。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様～　来所後、眼鏡を忘れたと話してくるため、青風荘へ連絡している。後で届けると話していたことを本人に伝えるも、眼鏡を置いた場所が最初に話していた場所と違う場所を話しており、また、待てない様子でスタッフの側に立って動こうとしないため、忘れ物をしない対策や青風荘スタッフの都合についても説明するが、「忘れる病気だ、頼んだことを直ぐにやるのがスタッフの職務だ」等と自己中心的(自分に都合の良い)発言を繰り返している。11：30に青風荘スタッフが眼鏡を届けるが、お礼を言うこともなく受けとっている。

・古舘　ヨリ様～　青風荘より情報提供あり。昨日で排便-5日目だが、今朝まで排便ないとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所時排便について尋ねると、「さっき出たよ。硬かった。まだ便が残っている感じがする」と話している。

ショートケア
・特になし
カンファレンス
津嶋イチ子様
【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を続ける。
	①病状の変化に気付く。
	①疲労感やストレスを感じたらスタッフに話す。
	①叫ぶことや興奮せずにスタッフに思いを話す。スタッフはストレス対処法を一緒に考え、軽減を図る。

	
	②他者交流を円滑にする。
	②話し掛ける際には、相手の様子や周囲の状況を見て一方的な話しかけをしない。
	②SSTでコミュニケーション能力を身に付け、スタッフと一緒にどのような行動をとるべきかを考える。トラブルに至る可能性が高い為、一時的でも理解した行動ができるよう、振り返りを行う。

	
	③誤嚥防止のため、食事をよく噛んで食べる。
	③食事摂取は姿勢とよく噛んで食べる事を意識する。
	③食事の前に鼻をかみ、姿勢を正して摂取する。よく噛んで飲み込み、食事を詰まらせないようにする。スタッフは水の準備が出来ているか確認する。摂取時には姿勢や呑み込みの状況を観察し、必要時は介入する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①疲労感・ストレスを感じたらスタッフに話す。

	・疲労感やストレスを訴えることがないが、声掛けすると「疲れるよ」と話している。
・他者から言われたことを理解できず、相手に叫んでしまったり、「わたしだってストレス溜まるんだよ」「こういうのってきっと病気なんだね…」と解釈したりし、表情硬く話す場面がある。振り返りを行うことで徐々に口調は落ち着く。
・気分の高揚が見られることあり、その際に幻聴が聞こえているような様子があったが、スタッフの声掛けや体調の確認に対して拒絶的であることがあった。

	疲労感やストレスを自身から相談することはなく、自身の言動が人から言われることの理解もできないため、対応ができず、トラブルも繰り返す。スタッフと一緒にどのような行動をとるべきかを考え、生活のしづらさがないよう振り返りを行う。

声がけ等に拒絶的である時には、時間を置いて振り返りを行う。


	②話しかける際には相手の様子や周囲の状況を見て、一方的な話し掛けをしない。
	・テレビを集中して観ている方や食後に休憩している人へ、相手が反応していなくても一方的に話し掛けている。
・他者が落ち着いて過ごせないことを話すも、理解を得られないこともある。トラブルに発展することもある。
・話し出すと話を切り上げることが出来ず、相手がその場を離れたり、会話を終わらせようとして距離を置かれることがある。周囲の雰囲気も察することができない様子が窺える。

	他者トラブルに至る可能性が高く、スタッフからの声掛けを要している。現状から、他者がストレスを感じているため、適宜介入し、トラブルにならないようにしていく。
SSTでコミュニケーション能力を身に付け、スタッフと一緒のどのような行動をとるべきかを考えていく。



	②食事の際の姿勢・よく噛んで食べる事を意識できるようになる。
	・食事中のむせ込みは殆どないが、飲み込めず詰まりそうになった事がある。食事形態が刻みとなっているが、噛まずに飲み込むことが見られている。
・誤嚥の防止のため、食事形態はキザミに変更しているが、食事の際に前傾姿勢で食事を摂っており、介入している。
・鼻を手で拭きとる姿もあり、都度鼻をかむよう声掛けしている。水の用意は忘れずに準備出来ている。
	誤嚥防止のため継続した声掛けは必要である。


	その他


・病状は安定しているが、本人の言動が原因で他者とトラブルとなることがある。

・統合失調症という病名は知っているが、疾病についての理解は乏しい。
・服薬はスタッフ管理で、自ら時間になると服薬に来ることが出来ている。

・「暑い」と話し、ロッカー以外の場所で服を脱ぎだすことがある。
・プログラムでは自発的な発言聞かれるが、的外れであることが多く、理解の乏しさ見られる。

・ポケットに手を入れたまま歩く事があり、今後転倒に注意する必要があると思われる。

・人前で放屁することがあり、他者とのトラブルに発展することがある。




【目標・治療計画(継続)】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を続ける。
	①病状の変化に気付く。
	①疲労感やストレスを感じたらスタッフに話す。
	①叫ぶことや興奮せずにスタッフに思いを話す。スタッフはストレス対処法を一緒に考え、軽減を図る。

	
	②他者交流を円滑にする。
	②話し掛ける際には、相手の様子や周囲の状況を見て一方的な話しかけをしない。
	②SSTでコミュニケーション能力を身に付け、スタッフと一緒にどのような行動をとるべきかを考える。トラブルに至る可能性が高い為、一時的でも理解した行動ができるよう、振り返りを行う。

	
	③誤嚥防止のため、食事をよく噛んで食べる。
	③食事摂取は姿勢とよく噛んで食べる事を意識する。
	③食事の前に鼻をかみ、姿勢を正して摂取する。よく噛んで飲み込み、食事を詰まらせないようにする。スタッフは水の準備が出来ているか確認する。摂取時には姿勢や呑み込みの状況を観察し、必要時は介入する。


